
コアコースマクロ　前期試験

上級マクロ経済学・マクロ経済学Ｉ・経済学特殊講義（マクロ経済学Ｉ）・
マクロ経済学特殊研究・経済学特殊研究（マクロ経済学Ｉ）共通問題

２００２年９月１３日（金）　１６：２０～１８：２０

• まず解答用紙に登録科目名・専攻・学年・学籍番号・氏名を記入し
てください。

• 答案作成時は結果のみでなく導出過程・根拠を示してください。

• 最終結果が出ない場合でも途中経過を記入してください。部分点を
与える可能性があります。

• 問題は３題あり、それぞれに多数の小問があります。時間配分に注
意して出来るだけ多くの問に解答してください。
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問題１（２０点）

ある天然資源を一定期間採掘する権利を持つ企業を考える。時間は連続
的に変化するものとして、y(t) ≥ 0を残存埋蔵量、x(t)を採掘量（＝販売
量）、Y0を初期時点 t = 0における埋蔵量、T を資源を採掘できる最終期
限としよう。また、この資源の価格は販売量によって変化し、

p(t) =
1− e−Kx(t)

x(t)
(K は正の定数) (1)

という需要関数で表されるとする。利子率が一定値 rを取るものとして、
利潤の割引現在価値を最大化する問題を考える。（但し、簡単のため x(t)
が負となる可能性については考えなくて良いものとする）

問１この企業の利潤最大化問題を定式化せよ。
問２ Current Value Hamiltonianを用いて最適解の一階条件および横断性

条件を求めよ。
問３ x(t), y(t)の最適経路を analyticalに求めよ。
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問題２（４０点）

次のような設定で資本減耗を考慮した Ramsey Problemを考える。資
本量、労働投入量がそれぞれKt,Ntのとき、Kα

t N
1−α
t の財が生産される

とする。但し、資本が δの率で減耗するため、財の需給式は

Kα
t N

1−α
t − δKt = Ct + K̇t (2)

と表される。但し、Ctは経済全体での消費量。人口は一定率 nで増加す
るものとする。

問１一人あたりの資本蓄積式を導け。但し、kt, ctを一人あたりの資本量、
消費量とせよ。

問２代表的消費者の時間選好率を θ > 0、瞬時的効用 (felicity function)が

u(ct) =
c1−γt

1− γ (但し、γは正の定数) (3)

で表されるとし、さらに初期時点 t = 0における資本量K0が与えら
れたとき Command Optimumを求める最大化問題を定式化せよ。

問３上記の最大化問題からKeynes-Ramsey Ruleを導け。
問４位相図を導出し、定常状態をすべて求めよ。
問５最適解において、経済はどのような経路をたどるか根拠を示して説明

せよ。
問６定常状態のうち、消費が正であるものを (k∗, c∗)と表すことにしよ

う。このとき、kt,ctの動学を (k∗, c∗)の周りで線形化せよ。ただし、
k̂t = kt − k∗, ĉt = ct − c∗を用いてよい。

問７固有値を用いて定常状態 (k∗, c∗)の安定性を調べよ。
問８一人あたりの初期資本量が k∗に充分近いと仮定する。このとき線形

化された動学を用いて kt,ctの最適経路を analyticalに求めよ。但し、
２つの固有値に対応する固有ベクトルを (v1, w1),(v2, w2)と置いてよ
い（計算しなくとも良い）。
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問題３（４０点）

次のような設定でDiamond Modelを考える。各個人は２期間生き、各
世代の人口は nの率で成長する。任意の t期に生まれた個人の効用は

u(c1,t, c2,t+1) =
c1−γ1,t

1− γ +
1

1 + θ

c1−γ2,t+1

1− γ (4)

で表される。ここで c1,t, c2,t+1はそれぞれ若年期・老年期における消費量
である。個人は若年期のみに１単位の労働を非弾力的に提供する。（ネッ
トの）生産関数は資本量、労働投入量がそれぞれKt,Ntのとき

Yt = K
α
t N

1−α
t −Kt (5)

と表されるとする。また、各期の賃金・利子率をそれぞれ wt,rtと表す。

問１賃金・利子率が与えられたとき、各世代の個人の貯蓄量を求めよ。
問２利子率の変化に対して貯蓄がどのように変化するか調べよ。また、こ

の結果を所得効果・代替効果によって説明せよ。
問３各期における一人あたり資本量を ktで表すとき、労働市場・資本市

場における均衡賃金・均衡利子率を求めよ。
問４以上の結果を用いて、saving locusを表す式（ktと kt+1の関係式）を

求めよ。
問５以下の問では、α = γ = 1/2としてよい。このとき、kt > 0の範囲で

saving locusが 45度線と 1回だけ交わることを示せ。
問６定常状態を求めよ。また、初期資本量を所与としたとき、その後の kt

の動きを図を使って説明せよ。
問７以下、さらに n = θ = 0とする。このとき、定常状態において動学的

非効率性 (dynamically inefficiency)が発生しているかどうか調べよ。
また、動学的非効率性の意味について説明せよ。

問８各世代の個人の効用関数が

Vt = u(c1,t, c2,t+1) +
1

1 +R
Vt+1 (6)

と変更されたとしよう。これは個人の持つどのような性質を反映して
いるか、定数 Rは何を意味するか説明せよ。また、上記の設定で遺
産を残すことが可能になった場合、定常状態において正の遺産が発生
する条件を示せ。
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